ーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 emwーーーーーーーーー ツ mmーーーーーーーーーー ツ ーー ボーーーーーーーーーーー ペ ーー 一 


メル ガル 動 ーー 


5 


ティ モル 海 _ 


リ 
アテ イリ ー ウ ュー ター 
川 テイ リ JRT22 


アリ スス プリング" 


ON 


ー で 西 オ ー ス トラ リア 州 し. いい 
ミー カサ ラー で ルル きい 


4 し トー 


EN? 
る 


R 


オー ド 大 9) 
Ss 


2 S NN 
ラウ ァ ー ト ン 
9 南 オ ー ス トラ リア 州 


ーー 人 
5 ッ ン ーー SM Cy スン 人 コ に 月 


> グ 全 フリ ンタ ダー 伺い 


、 M ビ 。 マン で 
R R らち リアン 7 
ェ ン スト ン | ヽ 記 アル 
罰 A221| Ws 2 アル 
ホバー ト ドニ ーー ュー の 
ュー \ ーー< こ / ル マン コリ ー 島 
7 や ヽ 5 と 


さや 


厄 さ IA 


りら 人 く 
6 〇 守 で 

6N 69 99 69 科 

下 任 くべ / 3S 才 96 ポーK て 0 的 
N ゃ ト 移 展 で 誠人 る 愉 5 大 で nt さま 還 
4897 畠 11K 革 鑑 革 ネーK 皇 軸 
MDyN pa 央 : 昌 く 
必 ト 誠 「 下 鬼 団 」G | 元 ン 袖 ・ mm k、 了 
ぐう 呈 科 Ns 有 間 合図 7 : 向 ) の っ 回 
表 呈 団 社 WWQ ネ ーK NN ホ ト ジ っ 臣 弄 NN き 
所 ぐ 誠 下 SQ 旦 編 り | 章 つ お る 案 表 次 軸 < 軸 
づつ お 5 誠人 0 才 っ 塊 入 つり < HSGK 了 
ネーK いら ト 乱 衝 時 彫る < 中 定 朱 | 到 
加 坦 G り * 北 さ り 昌 さも あお 准 県 守 呈 末 還 
SIM の YEykx ア KNI く レミ が) 只 


ip//8 本 は 
写真 印刷 工業 株 式 会 填 製本 所 永井 製本 所 発行 所 東京 都 寺 代田 区 視 田 一 > 橋 2 ノ 3 株 式 会 年 上 波 書店 


で や だっ" 慈 長 編 い うぷ" 出 


Q く の 療 

前 入ら RG 計 記 家 党 りつ 筑 > 

0 で 0 に で い C ア vbuf く ) 1 

6 っ? ホーK Ns ト 在 閣 つ ろ : : 准 開 : | 押 

きら 統 り 49YQ9 つる つ 謗 稚 交 りり 1 KS 

半 下 本 り る か いも yeG お 7 再 凡 6 過 福 尽 ト : | 章 

想 の PS りな Ro っ ? 札 弧 和 : 中 へ 卓 13 

縮 き 誠 ロホ ーK いら ト 有 2 2 に 0 

了 人 ド 直 経 旧 思 8 っ? 生 き 2 8 

陣 求 き RG 慰問 癌 7 計 思 還 緒 : 0 各 

- 計 了 震 紀 に %0TAKKASNSISw 以 宮 > ky 
巨 愛 和 避 太 お / 炉 折 り Jve 個 芝 つ お っ" 本 
BN 炎 2 


ボーKー 心 ふ ト や 表 徹 彫 区 ホー ドーNS ト ゼ 床 本 劉 や 3Svoo 民 酸 計 中 の う %87 PG 環 回民 部 


S 上 態 守 一 一 忠 軍 SG リ うつ の や キト マー て 衣 り 909 敵 且 りか 知 避 9 判 臣 Q 虹 で 表 球 を K め 召 理 S 表 
筐 届 せ DO 信 振っ うく Ah の ローー ル バド いじ 宮 で 率 療 5 い J7 剖 蜂 Pe T Je 和 i っ 半 装 り 3Qre? 

つづ 委 つ ” 区 慌 二 人 で 本 家計 コー 公選 AN の り 手 琴 転 の で の 抱 う | 嘩 4 放 87 号 
県 8 り 骨 肘 移 回 団 つ 8 ト 公 ト 6 浴 性 人 和 的 Sv 生生 7 毛 医 り - の で Je 的 っ 還 作 G 1 いや 3SyeS JG 
7 庄 氏 旦 昼 呈 招 つと 所 っ 園 り 469 や で の 軍 混 各 り せ 拓 臣 りら の で se 弟 東 つ お 屋 G 1 0 4Syo9 
ポーK いら ト 紀 人 8] や く K 時 おり 信夫 臣 系 表 S PS 豆 が 坦 配 型 ト べ ゃ 到 穫 明 付 つく 
て 和 キ aK 江 性 @ 宗 花 計 史 約 導 実 計 悪 志 拒 ぐ ^ 泥 軍 S 憧 約 り 僚 選 @ 夫 計り つの の 人 る 民 8 人 84 で だ ン せ 
応 下り が の で 85 つ 為 つ プー ネーKー 選 トト 対 7 務 宗 舞 G 藤 連 WS 可 想 弄 玖 の うっ DU で Se 
S< 親和 恒 り う 計 9 で キ nK 介 避 ネ ーK ーー トド = ト リロ 皆 で 旧約 ン SG く ャ "MG 御 環 ぐ 拒 証 だ 培 算 
@ 鈴 起 押 PS 7 RG 下 史 7 軍 混 6 据 思 和信 純 守 ぐ 天守 7 失 軍 ぐ 回 り 事 8 く ao4S で 所 9 


避 竹 所 だ 社 中 直 織 細 つり DQ ネ ーK て ト s ト 悪 泊 @ 舞 絶 ^ SG 泥 宮 G 普 りあ か 生 全 GPS < 


WS 選 記 慰 才 林 褒 @ 1 昧 宰 MSTN 公 mA・ ル 人 ペー ネー 和 貸す リー・ ま か K・ か HASK % へ 
へ 疫 @ 社 移 散 くつ お 肖 り の 085 つ 全 つづ 7 凡 @ 凍 絹 ^ 押 哲 詞 相 代 申 0 尺 誰 1 く 11O 是 狗 人 る QQ 
の ^ パン | く 便 | 生 7 幸 G 縁 画 美 7 堆 配 が で 守ら K 介 ポーK Ns ゃ ト 湯 想 型 の 足守 つ せら 公 
SG PaSy09 mn つけ 0 を リー KS 入 SA NAK ダー ハト 人 ト さ マン ネス ーー 翔 章 落 総 玉 丸正 
史 ? 宗 詞 避 突 周 誠 所 花 柚 記 天 7 人 衣 民 生野 綴 S 1 SO 1 時 史 の 人 リロ ネーK ーNS 
ト 畑 鶴 つ つい つや S*o 穴 志 G 環 暫 人 上 編 4m90Sy0 必 っ 旧 で 89 AG 並 家 "ネーK Ns ト 族 時 
Q | 李 鍋 較 り つい 良 臨 つり か 矢 7 里 力 で キュ ゃ KG 祝 只 7 字 押 密 つ ye 員 う " (J8 ポ 統 
Q ポ ーK Ns トス て 年 ら K 講 画 り 90S 宮 っ 理 mP- の 7 や り 誠 幼 SO 有り 講 「 放 業 喉 *9」) 
っ っ 8Y り 50) りつ お い 記 入 や お 7 軍 混 是 ズ 敵 王 ^ 所 / 唄 活 所 だ っ 2Q PaSyo? 

癌 光生 政 叱 絡 の つ の や 7 帳 拉 舞 近 か iQG 國 織り XS 当選 GS 豆 お G 信 折り 6 ゃ ^ 綴 琴 穫 G 
刊 ASQ で 年 sK 下 田 史 7 弄 編 移 塊 り 生 5@ ら の うず 史 只 うり うっ s99 無 旬 窯 条 り 人 8 る リポ 7 ーK 
Nm ト 名 財 と 半 寺 つ ^ 察 は 4 D8 て 和 キ nKG 綴 | 澤 つ 玉 っ 過渡 的 の SvmxQ つ 7 拓 孝 つ 完 つ 5 


必 つ りう:? つ 余 つ 典 泊 刀 朗 * の 9 リネ ポーK NSK ト G 送 半 全 て 守 RK 素人 G 区 りう ひ っ 
了 さ つい @ 念 嘱 拘 戴 /G い きっ 舞 晶 S 忠 型 や つり 時 SeG コラ uoo 緒 7 講和 守 つり 
G 困 織 太 普 ピリ * 親 N ぐ 棄 @ 罰 い 4 人工 の うろ いり SR ご 疫 足り お 較 民 で G ペ 〇 く ー ャ ヘー 
ゴ 知 國際 37 つ 穫 6 の 設 品 りな 所 旨 り 宰 放 回 る うり っ yS 中 活 中 っ e 医 素 講 提 還 8h 
ポーK トト 容 家 " 折 散 " 悪 癌 膨 直 國 Yo て 和 キュ K NG 癌 認 明 作っ の だ 南画 うく 


キャ ッ ス ル の 


ニュ ー 


・ ロ ー バ パー (19 世 紀 中 頃 ) 作 , アラ ラ ト 


土 人 舞踏 ・ ⑤〕J・ グ ロー ヴァ ー(1767 一 1849) 作 , タタ スマ 
の 金鉱 掘り .①S・S・ ギ ル (1818 一 1880) 作 , アデ レイ 


〇 ① 〇 」・ ウ ォ リ ス (19 世 紀 前 生 ) 作 , 


ア の 履 穫 時. ③ 本 


が これ 


不正 は 改め られ , 鉱夫 の 指導 者 レイ ラー は その 後 30 年 以上 護 


より 建て られ た イン 


(1854 年 , 約 5, 000 の 金鉱 夫 た ち が 当 局 の 不正 


= 牧師 


た て こ ゃ っ た - 彼ら は 間もなく 敗れ た 


⑦1845 年 , キャ ン ベ ラ に 初め て 移住 し た 
し て ユー リカ の 丘 [ 


グラ ンド 派 数 会 - 


抗 


スン 要塞 . 1841 年 か ら 16 年 か か っ て 築 か れ た 歴史 的 要 寮 . 


ド を 出発 する スタ ー ト 大 陸 横 断 際 .(⑤T・ ロ バート (1856 
ー1931) 作 , メル ボル ン の バー ク 街 . シド ニー 港 デ 


箸 ん 


囲 内 て 唯一 の 戦場 を 記念 し て 戦死 者 名 を 


当選 し つづ けた - 


に 碑 が 建っ て いる . ⑨1902 年 メル ボル ン の 市 政 宜 に な っ た リン リス 
ゴー 卿 の 像 と . プリ ンス ・ ヘ へ ヘンリー 病院 の ある セン ト ・ キ ル ダ 通 り - 


を 機 ( 
員 に 
だ 


和 


恋 吉 弓 り Sm ひ 9/ ポーK ふら ト ダ 7 8 の 爺 衝 で 年 う 


K 記 避 宗 弁 り 夫 直 つり お く ロバ KS 久 選 知 下 か 
\@K い G 理 想 尋 の つい 結 つづ? ] 幸 時 6 所 負 @ ぐ ^ 党 湯 旦 軸 
亜 Q 


)" 記 著 注 抽 昌 の だ 選 9 の Jo の 7 接 蘭 @ 総 昌也 翌 
1ITY で ミ 6 余 狗 りく ポ り 避 家 うい @ 出 ホーK て 選 ら ト ン ペー 
KS5JaJ か お 7 <Q 難 中 上 り 4 で 9 

つ 委 つ ^ 契 D く 開 り 5 りや あか 8 呈 1Q 表 激 め 人 つり ^ ポー ベー 
必 ふ ト 5 | 映 く 頑 牙 G 梨 披 る いあ < 地紋 相 書 が 0 相 つ も て 
8 半 人 療 う の う 愉 有り の 筑 昌 東 G 守 >SNO く ロリ 3So で 人 で で 89 
幼 染 回 畠 %0 民 7 コー・ ま か K・ か HASKTATAKN ヘ て 7 
拭 ネ ーKー 必 S ト XXK ヤ リト (所 ポーKー ト ふ ト ジリ 胡 生 う 7 

私 で ぐふ ヘー ト トト” 還 ド ホーK て 必 ら ト G 縮 床 呆 ” 寺 国 G エ 表 症 り 
民 泡 認 生 yQ4Sy@ 光 朋 如 回 隊 ^ 応 概 店 朱 / 画 虹 り 落 夫 り はい うり 
Q 回 隊 妹 店 | 提 時 所 琶 胃 か 寺 代 人 舞 角 ^ 湯 肖 ^ 
器 机 ′ 5 る 7 Se 本 6@ 窟 性 苫 和 を y6 加 定 知 硬 喉 つ お 5 6 舞 員 
忠吉 和信 で 6690 宮本 錯 全 人 の - の 喝 り りゃ” 凌 弄 や 編 鍛 0 
代 WS 嘱 選 G | 宮 ^ 濁 窟 豆 り 感 上 漂 沈 上 放 つて いう 
5Q 王 表記 拒 G 来 提 避 表 つ いり 条 お りり PaSso9 

ネ ポー ドー て 必 ト G 沿 揚 哲 診 甘 弄 二 / WS KG 務 守 所 だ 操 寺 < 
地 填 GH 軍 G 藤 ウス ゃ 1 応 人 1 償 時 AHKーAK ペ ー 区 年 
穫 宮 半 つ 計り PSY@” 4 さり 7 絡 早 区 SMEm 和 民 選 
仙 太 送 装 称 吐 玖 ぐり SQ ( 操 7 財 mH 貿 G 鍛 7 っ 
SG 所 湯 時 必 孔 つ De ADG 職 衣 豆 つ 選 環 越 刀 揚 人 @ り 人 
P か うふっ 所 揚 づ JQ PsSyQ5) 履 妖 モー Kー ト トト 57 纏 桂 
稚 だ GS 層 お で 年 7 震 只 Q 本 時 り い うい 漠 鞭 R 尿 範 つり あか 9 


57 


に 王 生 


名馬 aw - 


1 
電 
翌 
6 
「 信 
は 


押 氷 や 搬 ロ ヘン 避 ロ G . 台 田 ・ 凶 家 民 Ge や 下 交 っ . 
G 、・ 和 監 る .K 民 刀 1 較 古 上 上 京 沖 識 と 的 うっ 懇 る 諸 提 
ッ 華 や 1 D 判 画 . や GS りり = 伴 四 や や る 3 記 人 人 S 是 江 取 R .38Q 
1 列 る G d 寺 人 篤 旦 局 必 出 AA 民 % 四 回 ロ O 公 避 人 の 共 1 トン 志 5 
トン IIK 剛 親 財 っ ら Q ヘ AN ン cQQ . 図 如 下 禄 内 : リロ 由 民 則 部 葉 G 
0 や さ 記 . 記 へ SO 当っ 政 中 hG 北 的 せ 了 賠 下條 押 G 友 軍隊 
IND 刀 HH 葉 怠 民 上 W 由 や 所 り 日 と . を 図 KG だ せる 
キ ー コ ) Q 心 拓 天 せ 0 . で こう っ 選 G・ 剛 へ 人 他 G 性 民間 っ K ゼ や 
KU・ .0G 反 やり 軒 せ 押 民 四 的 IN 中 IN 失 去 G . つ 委 立 
生 | 銘 還 KU 搬 生 押 る 仏 リ ロ . 紋 家人 り へ へ 隊 く 区 MO 拉 Gq 
R 世 配 hwRPG1I 邊 る く 乱 脆 状 則 G 田 = 財 知 く ぬ ロ ンマ ン 捉 
語 を \ キ 


Q 和 


に S 刀 
ゃ の 忠 選 9 


3 約 2J 


つ ^ 氷 悪 抱 G 青 
に (9 ド NKSEDEN 
や J 庫 光二 G 間 室 S 人 移せ 肛 で 
選 午 ポーK て 必 ふ トマ せ りか 
を 育 讃 表記 my ら tm 
坦 Q ネ ポーK て 必 ふ ト 選 邊 電 生 G 
2Sx@7 生 如 4 
壁 近 起 6 本 
SA 人 る 7 且つ づり 
EGR 


H 


ぃ 


只 の 和 誰 負 り 仙 7 


ーー タイ TE 


HE 


准 R 


JTT た 
^ 中 まつ り 軸 


紅 衝 りお 揚 
けり 


っ 人 衝 題 


つり かり 


SNー 


s い で 


123 名 の 
下院 の 


リア 連邦 の 議会 は , 
院 と か ら 成 り , 


ラ 


下院 と , 60 名 の 上 | 


*+ オー スト 


II 折 ・ 


ai 


MRE 


sdE4Q 
下 て で 


mb 


れ は 


場所 は 上 了 暁 議場 . 


ち ま て 集 っ て , 


\ 内 閣 を つく る . 


ヽ 


カ 
議会 開 


g 


た 党 


多数 を 占め 
1946 年 の 
雨 院 


n =| 
NG 


院 式 . 
と その 夫人 
連 の 開院 演 


りや 定 抱 ぐ 
衣 宮 混 訟 R ゼ < 
っ 2QS 
氷 衝 
っ ne9 ( 


】 
内 
2 


恒 守 < 


っ 志和 / ホ ーK てら ト 定 洛 / 必 衣 殖 0 窒 朋 め り 昌 っ 
京 せ い ン か り J- タ 半々 Pho? 

振 mm 狗 の つい 6 較 鐘 品 引 略 つ Jo は 圧 和 宮 名 -e 絢 膨 
で て キ SKQG ホ キー ト K て (1 
帰 訪 似 人 ) G 


層 代 


Tn 人 


刀 ま る 


1 SE 


択 尽 衣 慎 W 補 称 肖 コ 


名 寺 り 


う J コ JJ 


\ リ の TLT 代 則 
な て 8 


) 


は 隔 


は で 購 り か 
SSx0 く 江 7 


Oo 
過 


| 天 時 


や つい 層間 較 
内 や 7 球 
SI さこ / 


宮入 悪 刀 コ 


居 起 Q 定 妹 青 矢 
忠夫 起 110 人 8 7 返 拍 
選民 生 所 つ ^ 王 取 引 だ 翌 判 陳 謀 和 所 静 つ リス 
ISASK ベ で ASP い ASA 人 導い た こ 
JJ や っ の 2 けつ 


NO 

うう 

の 

っ) 
* スム mm つ 

Q 玉 つっ の 環 で り 


7 だ 


議員 


xn の Q 8 宮内 つ 


トー ニコ 
上 皿 . 


議会 管理 の 


説 を きい て いる ・. 右手 壇上 [( 
原稿 を 読む の は 総督 . その 左 は 上 


左右 の 起立 者 は 総督 副官 や 廷 丁 . 
左 方 の 。 カツ ラ を か ぶっ た 


の 


カツ ラ を か ぶっ て いる の は 


任 若 た ち - 


年 り , 


NSREVSM AN(】 

っ 秋 証 期 渦 @ 賜 羽入 SS” 秋 題 3 
ECRcYAGLCN 

SnQ? 放 玉 超 7 鹿 硫 G 弟 豆 巡 


竿 る の は 下院 の 議長 . そ 


か こま れ て 


ー 


人 ( 


譲 会 の 権威 を 象徴 する メイ 


は , 
ス ( 権 標 ) が 捧 持 され て いる . 正面 の 低い 


ー 


の そば |( 


FedhS 公 
TNI 


立っ て 
説 する - 


で 


は すべ て 自 席 か ら : 


の 


は 傍聴 者 が 


後 ( 


貞 


壇 に は 閣僚 た ち , 
いる - 


ポーK トト ト だ 人 必 最 所 り 叶 競 人 汐 拓 


大 設 時 想 り Sy9 
穫 知 寺 9 NR 投 掛 りか め つ の Qs の PsSS 
喜 っ 
! 移 で つ 玄 の 訪 折 1 
86 剛 臣 肖 セ ネーK NN ふ ト 晃 っ 


プ 
交 装い 全 獣 性 神 紋 呈 


こち ょ 


議会 で , 対日 講和 を め 
じ . 総督 が 関 兵 中 . 


ぐっ て 会 議 する , 大 英 連 邦 の 代表 者 た 
兵 式 


キャ ン ベ ラ の 連邦 
< 陸軍 大 学 の 卒業 関 


へ と ルー や 路 選 G 間 中 | で くく 時 7 路 思 S 元 陣 の の の 7 ト 
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人 / 1 幸 時 る 紀信 で 幸三 りう お 2QQ^ 6 太 く G 宮 
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先 結 うり ずり 計 選 うっ つ / 己 の 7 尻 過当 で NTS 坦 昧 填 押 私 や 
h・KAAAK 避 9 が で 和 キ aAK 江 く 容 提 り 約 る She 話 玉 否 
\ 9 畠 つ ど 送 桂 つ 3 にゃ RG 坦 記 玩 当 で 和 キト KS で S 沿 
寂 舞 學 孔 人 る 手 つり 分 で 年 へ K 症 当選 了 手 中 @ 宗 花 記 S 
過 家 失 つ うく ネロ 記 0 代 年 折 手 め 装 爺 うお JSP^ WS 表 
村 到 く よ トロ コリ つ リネ ポーK Ns ふ ト 計 写生 *o ら うり 宮 8 の 
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拓 臣 眠 玖 G 男 銘 胸 G 1 PSxeA> と リーG 屋 同 り 2S は P7 握 下 
尋 の つ VS 志 回 邊 りり 路 ン 召 う 誠 申 の り ン S 豆 箋 < の 
堤下 過 忌 G 詩 結っ 20Oy@ つ う 抽 識 必 手 4 ぬ 7 1] 羽 震 昌 @ わ 人 る 
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ぬ ふ そ リ ー リ 8 換 G 療 国 り ろう 放 妃 軟 折 っ 切 屯 替 昧 休 玩 埋 つ 
り ^ 沿 宗 洪 G 環 取 書 の め つ いり G 話 @ 癒 訴 人 りう 05 穫 で 
Q 規 時 り ^ 聞 審 軍記 Q め り G 四 国生 で 財 時 忘 り あめ 避 区 
りら Q ン で SeQ お SS PS 


き RMO ロト 早計 措 還 選 光 人 ト h ーー ささ 屯 財 こく M@ 撤 騙 
I 必 、 明 計 ぐ 民 判 うっ 玉 避 0 如 か (OURp Js .- 半 8・S せ o 昭 
肖 講 GS 0 、 UOA 昌義 光 て 拉 出国 人 SR 到 層 梨 交 AS 且 光 
DI 内 に 4 ご 1) 話 T で 3 軒 ・ ヨ る 
棚 ら 居れ りく お いざ 公 多 Q 四 と ゃ . に や ふ は 損 只 周 DRRGIS 
翌 り に 時 . 損 二 ざ らい 1 環 % 公 の 由 る だ . マ 媒 人 N っ i 朱 本 LIN 
昭 く >. の 如き 、NGill SG 稚 違 滞 ね る 局 馬 選 . つ 8 内 と 、K ポ ネト 
ー 時 G 区 ma へ ロ 掲 中 中 GS - 篤 避 O 名 昌和 析 避 VS 半 還 りさ へ いで 
NN 路 史 ざさ 居 0 や AS 査 ぶ 妃 明 っ や 路 時 へ v 由 光 旬 扶 民 家 換 | 園 素 
全 し \ ト 2 
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伯 了 


年 々 1.200 万 トン の 物 次 
が シド ニー 港 を 出入 する - 
人 口 は 150 万 近く , 連邦 
第 一 , 南 生 球 第 二 の 都 市 . 
海路 だ け で な く , 欧米 亜 
各地 と 航 略 で むす ば れ , 

禄 易 , 経済 の 大 中 心 で あ 
る と 同時 に , 古い 歴史 を 
ゃ つ 女 化 都市 で も ある. 


市 内 の ウイ ン ヤ ー ド 公 園 
ンド ニー に は , 大 規模 で 
有名 な 動物 園 や 植物 

俺 続 を ほこ る 大 学 や ある . 


人 * 空 か ら み た ンド ニー 風景 . 
を 湾 に 臨み , 庭球 場 や プー 


ル を ゃ も つ 上 流 任 宅 が 並ぶ - 
連邦 統一 記念 日 (1 月 ) の 
ヨッ ト 競 筆 . 季節 は ちょ 

う ど 日 本 の 夏 に あたる . 

コロ ボリ ー と いう 土 人 の 
夜間 ダン ス を か た どっ た 
バレ ー の 舞台 .・ こ の 較 独 
自 の 束 術 は まだ 新 ら し い - 


ニュ ー・ サ ウス ・ ウ ェ ル ス 川 


大 分 水 鈴 山 脈 は 大 陸 の 東 
側 を 南北 に 走り , その 南 
方 は オー スト ラリ アア ル 
プス に 続く . オー スト ラ 
リア アル プス は ゃ と 海 と 
すれ すれ の 高 さ だ っ た 水 
成 岩 毅 が , 地殻 の 変動 で 
隆起 し た も の と いう . 女 
処 に 偽 角 の 発達 し た 岩山 
が 見 える . 1813 年 , プラ 
クス ラン ドー 行 が ここ を 
征服 し, はじめ て その 向 
うに 廣 大 な 斑 原 を 発見 し 
た 。 一 行 は 「 イ スラ エル 
の 民 が カナ ン の 地 を みい 
だ し た 」 と よろ 己 だ . 


シド ニー 西部 の , プル ー 
山脈 の 一 部 , 山 亡 峠 と 
よぶ 見 晴 台 . ウェ ント ウ 
ワー ス の 湊 布 の ある コン 
ヤス コ 山 附近 の 峡谷 . ア 


メリ カ の TVA 以上 の 成 
果 を めざす スノー ウィ 山 
の 峡谷 の 開拓 . 電力 ・ 港 
江 は 勿論 , 特 来 は 原子 
工業 に ゃ 利用 する と いう . 


ニュ ー・ サ ウス ・ ウ ェ エル 
ス 猟 は , ゃ っ と も 産業 の 
発達 し た 州 . と くに ンド 
ニー , ニュ ー カ スル を 中 
心 と する 地域 は , 人 口 が 
ゃ も っ と ゃ 集中 し て , 工業 
生産 の 中 心 と な っ て いる 。 
ンド ニー の 北 70 マイ ル , 
ニュ ー カ スル の ちか く - 
ニュ ー カ スル は 洛 煙 の 街 . 
後背 地 の 鉄 や 石 譜 を 利用 
し 重工 業 都市 に 発展 し た . 
太 斑 洋 岩 を さら に 北上 す 
る と , 州 の 北端 , ゃ は や 
クイ ンス ラン ド 川 と の 境 
近く クラ ー レ ンス 河 が 海 
に そそ で ぐ . 河口 の 町 は ヤ 
ン バ ー. 流 は ゆたか な 沖 
積層 を つく り , この 活 江 
に 酷 農 , 砂糖 , 林業 等 の 
産業 を さか ん に し て いる . 
クラ ー レ ンス 河 洛 岩 の 砂 
和 収穫 に 忙し いこ ろ - 
クラ ー レ ンス の 支流 , ニ 
ダ 河 の 水力 発電 所 
クラ ー レ ンス 河 の 漁業 . 
ニュ ー・ サ ウス ・ ウ エル ス 
南方 で 米 作 を 始め た 農夫 
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下 求 衝 書 拡 馬 いじ 判 剖 字典 太り うい 0 当選 財 り る 必 
穫 X@ 包 K 足 央 筑 御 馬 だ に PP7 交 況 人 外交 油 時 坦 り 4Sye? 


に 

に 
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品 映 攻 蝶 表 や で や ろ K 喘 、 要 疾 卓 GUJw 起 呈 じ る . 指 
田 額 共 捉 G で や せつ DA 普 で 燈 . 喘 計 . 公 WE 知 SO や P※ 
幅員 .te 意 世 RAN ら 貼り US や .Q 棒 で 近 へ 昌 晶 弄 由 処 
症 医 僧 帆 共 っ 晃 誰 侍 ENDS 半 池 G う mh っ 功 て WS 療 
員 G 由 民 田 やり やじ り MMN や S 男 避 妨 SDK で や 僅 四 選 馬 到 
民 R 一 是 思 コ 葵 駐 W 民 0 早く 民 所 公共 叶 あ 1 激 G り 癌 回 
の 民 明 民 区 益 昌 表 示 共 所 民 匠 如 つ 6 篤 販 四 や も % る 唱 総 沖 

全 で 1 [し オ ) 半 


近年 マウ ント フォ ー ド 氏 
に よっ て 募集 され た 原 侍 
民 の 絵 . ① 漁 (ジュ ゴン 
を と っ て いる ), C 

グ ソ ダ カ と いう 鳥 ), 

計 (エア ラン ガ と よぶ 大 
蛇 が , 小屋 に いる 姉妹 と 
その 子 た ち を 炊 々 と 呑み 
こん て 光 げ て ゆく 有 欄 ). 
ニュ ー ギ ニア に ちか い 島 
に 侍 む 土 人 . コプラ を と 
っ て 白人 に 嘉 り に ゆく . 

④ カ ン ガ ルー の 親 子 ・⑤ 
包 を ひろ げ て 雌 に 誇示 す 
る 琴 島 .⑥ ア ヒル の よう 
な 叶 . け も の の よう お な が な 和 柔 
い 毛 . 水 か が かき の つい た 脚 . 
カモ ノ ハ ン は , 卵 を うみ 
し か や ゃ その 仔 を 乳 で そ だ 
て る 珍し い 両 棲 路 乳 類 . 

⑦ コ アラ と よ ば れる 袋 熊 . 
カン ガル ー 同 様 , 袋 で 任 
を 育て る . ユー カリ の 樹 
上 に すみ , 葉 を た べ る . 

⑬⑮ 刻 の な い 鳥 , ダチ ョ ウ 
と 同じ 仲間 で ある エミ ュ . 


ロッ ク リリ ー 


モッ トル カー の 花 
ュー カリ の 一 種 砂地 に 育つ - 
ょ 3 と 4 イ 


し べ が ある ・ 


トラ リア 人 


で だ は ば は な いい 4 


モッ トル カー の 実 プル テニ ア ステ ィ プ ラー リス 


テー カ ヵ り 中 で OS 近く, 


を か と ん で いる - 南東 


ヴィ クト リア 帰 の 中 心 で 
ある メル ボル ン は , ヤラ 


河 の 洋 辺 に の ぞ み , 1835 


農業 や 


年 に 建て られ た - 


NG 輝 @ 堅 江 トー ホー・ ト で 公私 尽 密 幸生 り る め う <Q で 8 
人 代 ふ そ リ ー 記 還 つ い 据 ^ 1 く O 還 時 ANKY』 ト 理 ぐ ネ 
ベー て 避 | 1 軒 時 NmK マ ー> 紋 1 IO 時 ミーkK < 
人 た 移 江 IIECGTHSK も 2 うい こい と コ 
要 也 層 筑 玄 玉 り うい 尽 9 民 芸 ^ 次 醸 ^ 避 掛 玉 兄 閑 翌 
守り SQ 有り や SG 縮 世 @ 思 情 玩 つ 衝 ペ ン 6 証 りり 為 玩 ふ G 
緒 肖 思想 理江 入内 つり う で 対 9 羽 筑 | 民 午 時 数 等 ^ 班 想 


慰 @ 絹 菩 - の 3 羽 紅 醒 千 紅 谷 りう 8? 
ムリ ー 央 呈 局 生 NORRS 纏 也 完 和民 三 演 知り つい 下 
ぐ 豆 く 落 只 90 祥 りつ 名 元 N り 計 分 5 半 愉 愉 二 演 が < 尋 ン 


結っ 筑 / 還 りり に 中 拓 寺 時 くり うお 8QG や ASyG りり G 了 ヨ 党 G 混 


角 久 球 党 つり 忌 人 る り ^ @4 史 振 医 能 1S 結 り Q っ 如 罰 持 還 軍 で 


泥 急 き 悪 呈 民 旧 GP3SNQ9 牧 当 り " 志 察 的 則 人 で 8 所 選 折 お 4 
を ^ 畠 旭 史 終 遼 全 家中 王 投 本 見 交 当 7 三 演 宙 り 8 お 六 
S 穫 XYG コー・ ま か K・ 愉 HHSKG 近 K 如 衝 臣 りり 7 公 mA・ 
Y 公 ド ー ネ ホー リポ の 比 く 0 尺 8 ら へ 王手 知司 折 つ だ わり 仙 
5 交 昌 下 書 G 后 部 秦 @ 寺 加 交 融 許 迫 * 京 区 衝 人 わ 仙 / 條 下 
Q ネ ーK テト ら ト 所 折半 G 漠 交 和 い ンド く も 4SnQ9 細 明 下 翌 
Q ] 器 品 如 引 賠 時 1 区 還 1 時 KS 邊 ミミ AG 慰 民 宗 Y そ さ G ゴ 
選 診 筑 着 画 人 0 っ 大 Sym ーー ミ と テ ・N SA 筑 二 人 つ 8 玉 
や 7 K う 軒 0 忌 具 9 | 交 還 の 和 時計 ORR お で 和裕 
べく H ロ -?7 尿 時 り 思 羽 結 り <11 由 民 見 9 ポーK て NSK ト G 
浴 民 羽 U7 WG 選 るる 問 東 穫 ら めい で か WS 因 びり 環 信 
ぐ 押 っ う エ 罰 べ 志 避 Jo の あう で 9 つり いう | 


11 時 " 較 連 り RS 篤 ここ @ 選 人 編 江 眼 可 0 叶 6 の SO 
ー ミ テン ・N 多利 民 倍加 mG 杯 褒 や 2 で 9 


財 d 必 抑 . 王 叩 ン 舞 避 枯 ote 紙 Item 挨 っ 
語 へ うつ づつ 吉 画 加 て や 昌 加 っ うち 忘 副 うる や 
どぶ . 嘱 豆 表 二 っ う 拭 GU せ G る や けり め ざ 械 公 
.Ih つ づつ 交 区 GQeQG 昌 官 加 く Q 訪 斉 
O ・ . 妹 GS を る ら る ン シモ 剖 り 蝶 ン の や 押 較 
そそ リロ 選 お @ 料 GS 民 公 臣 訂 ポ .M ゼ 
りさ 8 。 ざり 夫 人 の 加 公理 へ に 0 申 司 條 の 
由 1 一 。 帯 @G ミ さ K . 坦 ミ . の 日 湯 .= 
MM リロ マ ゼ ふ で へ 了 岡 っ 玉 豆 ら 司 所 岡 5 
机 。 戻ら | 志 ル ふ 選 理 づ つ コミ 玄 ー 訪 QOG mm 
押 り G や 掴 < 壮 ーn 則 坦 Qx% 視 私 dc 
は ゃ と し \ 
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ヴィ クト リア 放さ 


水 の 不足 か ら , オー スト 
ラリ ア の 農業 を 救っ た の 
は 掘 披 井 戸 の 偉 力 で あ も る. 
ヴィ クト リア 川 の 西北 , 
マレ ー 河 の 活 央 も , 最近 
まで ほっ た ら か し の 沙 漢 
だ っ た が ., 調査 の 結果 地 
下水 の 豊富 さがわ か り , 
た くさ ん の 井戸 が ほら れれ 
た . 井戸 と よい っ て も , 
1.000mn か ら ほ ら ね ば な ら 
め ぬ 場 所 も ある . 大 規模 な 
港 洲 は 國家 が すべ て 行い 
利用 者 は 用 水 料 を よら っ 
て 料 園 を ひら いて ゆく . 


トラ クタ ー で 種 を まく 諾 
場 王 の 父子 と 農夫 .・ こ の 
農場 は 1.400 エー カー 
( 約 560 町 歩 ) この 國 の 


農業 は みな 大 堪 式 で 巧み 
に 牧 寺 業 と 結ば れ て いる . 
果樹 園 を 切り ひら く 農 夫 . 


* 道標 の た つ 人 道路 の 一 隅 - 
< マレ ー 河 は 41 万 下方 マイ 


ル の 下 虹 を ひら いて いる . 
南 涯 の ミル ドゥ ラ に 最初 
の 港 江 中 心地 が 作ら れ た . 


B 地 方 に 金鉱 が 発見 さ 


れ た の は , オー スト ラリ 


二 ! 
過 


西 


ア の 産業 史上 特筆 すべ き 


19 世紀末 


か ら 20 世紀 初 あ にかけ, 
玉 夫 と いう 玉 夫 が 西 


事件 で あっ た 


CS 


立 
に | 


群 り , 19 世 紀年 ば の ヴィ 


クト リア 川 を 中 心 と する 


シュ 以上 


・ ラ ッ 


ゴー ルド 


得 軸 普 淫 混 邊 ぐつ m リ 7 介 @ 絹 東 が で キュ KG 計 計 。 
姓 較 玉 や Q 替 G 顎 知 工 っ 9 釘 普 下 導 玩 < 悪 三 
属 再 ぐ 尺 7 率 四 只 選 限 圭 99 祥 りう っ 尺 江 7 王 硫 < く 3 
忠信 @ 直 氷 装 宣 舞 ぬり 7 絆 G 沖 画 の Ao の ょ 
り 泥 玉 り る 抽 の 疫 宗 区 5 AG 総 り く で 
の 7 あ 88 ト 公 ト て で S 層 直 也 り て Js の 7 
代 。 の SS 代 思 杜 @ 早 太 べ 人 本 縮 世 虹 応じる 陸 卿 如 
りう 0 あ ン っ 人 る 59『「 提 藻 刊 航 」 一 入信 遂 め 下 造り つ 
り ト 公 ト で 束 屋 本 *9 り の 誠 甘 忠生 h6 の うっ 愉 り の 対 相 か AG 
江 央 売 「 提 藻 判 秀 」 の の りう G 全 引 坦 つ 侍 う 9 で 
2^ 作 罰 6 妹 下級 Q タ テー 修 ^ 画 屯 史生 SO 
握 @ 雷 時 りり 記 の らく SS で お の 穫 3Sx 穫 7 己 本 G 回 
つり や や つり っ 4 計 の の 筑 太 う っ 6Q PSxeo つる つ 再 
@ 炎 時 以 Q 信 で 中 氷 寺 曰 科 桂 的 王 y9 昌 人 7 届 販 侍 G ト 私 ト 
べ 秋 悪 押 汰 器 剖 也 つり て iQS 史 収 表 つ お お の お 舞 飯 Se 
り 尽 全 虹 挑 宮 曽 揚 避 0Q や" 想 抱 后 甘 下り お っ 9 層 晶 下 藻 
澤 コン ロキ ふ KJm HI 色 多 人 SG 吉 到 計 据 語 つ りう)o 
りり へ" の 振 飲 SDO 和 S や 家 三 評 1 際 握 G く 敵 り 師 や 3907 古 わ 
の 計 半 誠 天 凌 eT 選 人 G 拓 筑 ^ 上 証 つ 旭 引 早 釣 の 生 )6 忌 
旨 詩 入っ の うっ 全 現 科 避 輸 NO 人 SQPSy09 ネーK NR トト 
べ ぜ トム ぬ ト GS ママ リン つつ 家財 下る 宗 想 球 G 配 殆 じ 
生計 " 並 り 8 時 厄 つく 敵 り 49 6 D3%0e り ふつ お 本 呈 りな 


0 で りう っ 選 二 外 全 0 ポーK NN ふ ト SG の りう っ 5QR な っ の 7 


民 委 つい つゆ Q う ポ う の 昭 人 りう 5@9 陣 り ポーK NN へ トリ 引 25 


\ 


トト 園 @ 革 寺 下 史 て と 0 くっ 6 筑 7 思 で 5 引 窓 り 忌 べ ズ 環 


1 
1 
4 


所 掴 守 妹 鋼 うり っ? 題 畠 G 光 雇 十 暴 な と 篤 や りう xoo 
癌 回 さ hke 因 回 ら . 遇 下村 . GtoS 四 
で . ヾ な 忠 :GQ が 准 飛 財 作っ 1 
0 り せ b 査 NO . り や 6 選 選 や 想 誠 埋 G や ふ 
JN・ 史 OS る 柚 紅 民 @GD り Il 男 W を や 玉 
GA 細 | 選 K 友 炉 邊 編 計 本 ING 民 言 シ 
W 依 下層 G う っ | 交 邸 骸 侍 ト 剖 そ リ MK で 
1G さ IIG や づ つく 貞 . 尽 ふ R マ . 半 つ マ 
も 華 1 で |1 紅 G 唄 人 や て ー ト R 旨 昌 て 区 
麺 購 穫 NNS 品 析 さ G 選 更 .G 誠 環 ふ の ら 
慌 ④@G% さ 脳 史 Gv 窟 崩 宮 で て 量 策 時 っ ヾ G 
GS 余生 りり R 軸 やせ 岳 比 則 仏 了 K 所 誤 拠 人 へ 
人 コ g し 2 
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> メル ボル ン の 東方 , ヴィ 
クト リア 川 の 山間 部 に は , 
数 十 年 前 の ゴー ルド ・ ラ 
ッシュ の 夢 の あ と が , 今 
は 洒 し く 残 っ て いる - 昔 
この 辺 で , ふと ツル ハン 
の 先 に 掘り あて た 人 金鉱 の 
お か げ で , 一 躍 成 全 に な 
っ た 寺 夫 も いた . この 山 
ゃ 一 時 は 8.000 人 か ら の 
玩 夫 が 儲 ん で いた が , 今 
は 残る も ゃ の ず か 8 人 - 
金山 か ら 観光 地 に 韓 向 し 
て , 僅 に 阜 を つい て いる .- 


鉱山 に 数 えら れる よう に 
な っ た ブロ ー ク ン ・ ヒ ル - 
銀 , 外 , 亜鉛 を 産 し , 世 
界 に 鞭 出 する . この よう 
に 大 きい 町 が シド ニー か 
ら 670 マイ ル や 奥地 に 現 
れ , ここ の 琉 夫 は 連邦 中 
で 最も 高い 賃 全 と と る - 
* 同じ 鉱山 の 精錬 所 全景 
* 同 鉱山 の 亜鉛 精錬 所 中 庭 - 


臣 ホーKーN ふ ト G 晶 脱 せ 特 f 
っ や 鍋 7 聞 7 町 O 叶 証 ぐ 閣下 だ 


ペ ュ 選 疑 PerenS 軍 届 りり 丈人 ン 県 りう うっ 筑 / 財 
半 欄 光 長 注ぐ 捕手 必 案 學 時 の SOap で り 移 や 
把 久 @ 雌 感 対 才 玄 半 い 民 下 9 窟 民 @ 尉 手 嘱 乏 志 つり うく seo 


< 務 硫 移民 豆 | 記 S 民 忌 / 吾野 称 堪 繊 つ 選 8 の うさ 才 
っ SPASne 式 ^ 庫 谷 せ 7 日 肖 G 旭 賠 表 う ぬ Dxe つ ンー AvQ 8 分 
提 四 S 泡 硝 対比 ぐる Ox9 寺 人 う 泡 敬 条約 yo 

りり SQS 辿 半 Q 王 や で の KK め う QG ポ < っ 

P^ 当 抑 仙 軍 @ 朋 N 環 応 下 午 つ < 幻 江 だ 3 

まく) さこ 9 だ ES だく 生 記 て ER に SI 

日 普 @ 絹 葵 K 必中 トト 時 蟹 天 宣 N 和 所持 臣 
臣 Q 人 和信 つ 85 凍り 表 生 SQ 秋 庫 交 喜 ぐ 


時 委 い ン <QS お 9 


時 称 求 揚 か * ら tm こなさ お Q PAQye9 
ホーK て トト お 7 客 殖 鶴 記 りな わ 人 肖 下 の で 
ASS WS を 所 旨 屯 ホリ G 曜 還 

ェ ビ 


だ SVPsSnQ5 つ 為 つ ^ 悪人 起 xQ 男 班 門 っ 67 周 豆 起 対 
つの 。 っ つのり ポーK て トト 和 選 臣 や の 半 提 品 如 「 斉 


4 


折 証 北 弓 案 叶 ぐ 凡 好 りつ DS て S 和 RK リ 5 麗 


し 
地 . 
の 労働 を や め 都 会 に 
う 


せ 
出 て きた 


門 は , 
多く の 労働 攻 を 吸 
性 し つつ ある が , つね [ 
る 
製鉄 工場 
工 た ち -. 
= ト 
ン ガ ム と 
える と い 
つみ あげ て 
ー の レン が ガ 
常 廊 の 工 
主として 
少年 工 が 雇 わ れる - 


二 
攻 
ュ ャ 
朋 
さ 
さ 


ら 


* レン ガ を 夫 ( 


ド 


造 
造 沿 甚 は メル ボ 


車掌 さん . 週 ( 
ルン と パー ス と に ある . 


らく 炉 
ニュ ー カ スル は オ 


カス ル の | 
られ る 製鉄 の 中 
2 

工 . 初め て 労組 を つく っ 
ち . 


リア の バー 


の は レン ガ エ で ある .・ 
貨 を 打 抜 く 


な っ た 
こい [ 
三 ュ ー 
に は た 
14 ポ ンド や 

ョ た 


【 


第 一 次 大 戦 を 邊 機 に 盛ん 
工業 
労働 力 の 不足 を 感じ て い 
る - 現在 工業 労働 者 は 約 
80 作 万 人 , 可能 労働 人 ロ 
の 約 を 占め て いる 労 
働 組合 の 組織 や 填 会 保障 
は 早く か ら 発 達し て い 


ラ 

称 

いる , 
織物 エ の 老人 - 
de や 


に 
だ 


3 
る 硬 
見 


し 
で 


北部 地方 の 肉牛 の 放牧 


LA 


表地 Q 剖 陸 ネーKー ト トト G 民 替 区 の 議 理 @ 鯉 訪 玉 ^ 思 けり の 
つり" 違 朋 上 G うっ 信 く り 全 全 px 尊 間 笠 SHSS11 
が 6 ] 生 G 違 由 咽 11O て >* ゃ ペ ヒ ツリ ^ SGIHRS 19 
8SD が 7 時 1 つて > ふ ペ ヒビ Sh の S 拓 廿 任 G 半 候 画 誠に 
〇 ゞ > よっ 選 拉 つ り 尿 AG 臭 ロン QA 恒 潤 
貞光 貢 半 冠 十 ^ 改 の つり 装 愉 世 雪 蛍 の 家電 斑 @ 想 G^ 半 
民生 閉 咽 頂 O 一 1 OO ゃ ふま 6 癌 て 暑 う 翌 突 11O 一 IO 
で て ^ ホ G か で ヘー ュ = ト 守 押 紳 尊 ^ ネ ーK = ト 寺 ^ y り 
11O 〇 一軸 O ヾ >@ 与 型 1R つう 羽 の JO PaSyo? 

導 有 咽 る うっ 民 所 玩 和 草 絆 り 呈 思 つ 召 う 特 還 * 計 詞 り ポ 雄 
WaSxe9 措 き りつ DS で AKA と リコー・ 和 また K・ 愉 HH さ K 
G せ 表 任 馬 版 村 め ふ て AKIN ヘ と G 男 絶 特 葉 っ 記 絵 型 完 く 
家 や ネ ポーK て 心 ら ト 翌 周 維 8 本 答 愉 筑 熊 地 で 統 丁 り 3SDxQ 
りう っ hG9 の S で 潮 憧 民 当っ 人 玄 X9 泊 背 多年 ye 公 翌 半 9 
つの TP っ QA うっ 選 っ や の 弁 昧 0 忌 り っ :0 和 / G SINS で 没 
ペ P7 人 で ペ HS ズ て ロ 選 庫 家 生 y0 り の mano の 詩 ン 11O 
ーIIO 衝 RY で ミラ J7 村 拓 人 1 711 妥 S 螺 抑 つる 居 折 りあ め 玉 る 9 
や つり A ぶ 8 | 厩 G 記 店 ^ 振 居 悪 良 中 SeSyo 門 0 
吉 称 " 里 下 條 そお る 閉 く 過 AG お や G 揚 を 吾 5 本 
SM 11 IIY で て ミ の 昌和 家 8 ぐう GPSyoo が わる S い < 
手 亜 信 神 涯 画 称 坦 國 つづ @ 三 くく 1 時 お 9 AS の 則 政 
Se 部 加 散 和 yo 計り 阿 うっ の 層 寺 喜 生 お ネ ーK NAS ト や が 
を せつ 下 寺 吉 還 いり の いり SS0Q 和民 QASxoo 攻 
光 ポーK NNS ト て 和 キュ ゃ KG 壮 下 球 綴 誌 の SS 89 人 か 間 記 
測 憶 R 凡 で 刈 を 臣 6 り ^ 設 つ お 8 り G 計 抱 和 所 納 寂 G 机 90x 
統 0 りう ye9 


ト こ J 
に 
で ) 
CO 
隊 > . 愉 .MM . 款 、NQ 上 NW HHS 認 W . さ さや や いち 一 憧 〈 . 
務 民 K っ 2 や 掴 き . う る 下 革 うろ  ・Ss .。SH 奈 台 つ コモ 近 下 折 胃 
思 下 汐 さ o 表 じ 軸 委 GV ふら つら @WD や 妃 着 宙 早 和 S 軒 翌 玉 
o や る ちっ .ROPDUQS や ビ 紅 半 共 ・ Q 妃 誰 償 押 ( .IG で 
時 | 喘 0V っ Qo っ うぃ 押上 0 ロロ GSG や SGKW や GBD 宮 握 に 彰 計 に 
ー HI 心 思 反 め 思 釣り 人 ト 半 机 Q 了 心 8 求 羽 覚 せ 臣 @G ン 
| tl 雲 Kd じ 瑞 1 ロロ G 1I 幼 GSG へ NM お iM 型 G① 究 Q 押 や 
半 .KD・ つ 堆 % 尋 り 気 下 製 ネ ゃ =G・ 箕 押 GW る る 妥 球 せ 
G ユミ さ R ふ S も 1 財 IO へ や 圏 % 守 ItG 1 虹 握 尋 . 泌 や マ ペ 宙 
HH っ 天 MMOS 刀 持つ 丈 や . 色 作 守 HG 、、 ン 選 芝 壮 る 
ぶ 圏 り 司 ロ n 普 型 人 h つ 本 NR ふ 心 避 展 MIK や や 人 淫 求 品 表 G 
全 を すす 
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eS nm や 5 5 


ヒ 2 


政 


メル ボル ン の 市 場 で は , 
年 に 4 20 万 頭 を 越す 羊 が 
論 買 され て いる . . 市 は 毎 
週 火曜 と 木曜 と に 開か れ 
市 政府 が 管理 に あたる 

同じ 市 で , 生年 に 35 万 
頭 以 上 嘉 買 さ れる . オー 
スト ラリ ア で は , 日 本 の 
役 生 に あたる も の は 全く 
な い . みな 肉 生 で ある . 
羊毛 市 場 で は , 世界 各 國 
の 商人 が 競 千 す る . こと 
に 大 胆 な 値 を つけ る の は 


流行 の 國 フ ラン ス の 商人 . 


馬 ゃ 同様 . プラ ン ビ ー と 
よぶ 特産 の 荒 多 だ が , 馴 


ら せ ば 立派 な 乗馬 に な る ・. 


生日 本 の よう に 家 書 小 
屋 に は 飼 あ な い . この 擬 
部 地方 の 一 牧場 で も 600 
余 頭 が 放し 飼い され る -. 
クイ ンス ラン ド に ある 放 
牧 邊 の た め の 貯 水池 . 日 
本 の よう に 1 日 に 200 ミ 
リ も 雨 の か る と ころ は な 
い - 隆 っ て も , せい ぜ い 
15 ミ リ く らい で ある か ら 
こう し た 貯水 池 が いる ・ 


地 計 @ 半 弄 り 想 家 玩 密 Gi 計 タ < 

SQ 加 池 毅 

人 トキ ーー 
更生 記 Ge 守 G 庫 外 G 癌 持 や 3Q 9 
を 拒 手当 ] くり 織 多加 拘 11 能 2 作 角 o り 3 
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思 攻 内 心 衣 和 9 末 ^ う が 6oA み いつ 8 宝 G 肌 民 人 
コブ つ ^ 守 @ 天 YR 癌 SQxem 放 填 相 和 后 よ りく ieo 
や YAKINA へ 和枝 ポ ーK N ふ ト G 畠 忌 計 町 信 11 暫 gr 
KR あ か っ 守 P4SNQ9 尽 察 G 工 引当 均 ン S お G/ 近 絶 竣 玉 リン 
ぐ ざく 譲 明信 に 弓 天 お GU7 赤 過 近 筑 G 電卓 my モリ 
壮 必 多 ポ QR 徹 寺 終 見 先生 お りり hoo 
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クイ ンス ラン ド 川 に は , 

首都 附近 を 速く に な れ て 
地方 の 中 心 都市 が 点 在 す 
る . な か で も ツー ウン 
バ は , ダー リン グ ・ ダ ウ 
ン と よぶ 浜野 の 中 心 . 最 
ゃ 美しい 地方 小 都 市 の 代 
表 と され る . ダー リン 
グ ・ ダ ウン は 小麦 の 豊 宮 
な 地方 .・ 牧畜 も 盛ん な の 
で , ツー ウン バ に は 鷺 農 
工業 も お こなれ て いる .- 
お だ や か な 市 街 の 雰囲気 - 
人 口 は 約 33,.000 人 と いう - 


市 を は な れる と , 典型 前 
な 工 村 の 村落 風景 が み ら 
れる . この 辺 は 小 妻 耕作 
と , 多角 的 な 農業 経営 が 
うま く 組 合わ され て いる .- 
砂糖 の 町 と よ ば れる イニ 
イス フェ イル 附近 . こ の 
町 の 背後 に に は に ア サー トン 
台地 と よぶ 海抜 3.000 ft 
の 農業 地帯 が ひろ が る . 
ゃ ツー ウン パ 郊 外 の 乳 し ば 
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南ア ー ス トラ リア 史 


長 さ 1.520 マイ ル に 及び 
オー スト ラリ ア 第 一 の 大 
河 た る マレ ー 河 は , オー 
スト ラリ アア ルプ ス の 山 
奥 に その 源 を 発し て いる - 
19 世紀 に は , 航行 が 河 の 
大 き な 利用 法 で あっ た が 
今 は それ 以上 に 港 渡 や 水 
利用 が 重 可 さ れ て いる - 


南部 か ら 西部 へ か け て の 
在野 を 走る 鉄路 . 300 マ 
イル を 一 中 線 で 走る 点 で 
は 世界 中 他 に 例 の な い 線 . 
見 渡す か ぎり リー 本 の 木 も 
な い ウ ー メ ラ 地 方 . 探 入 
際 の 建て た 石塚 の み 残る . 
その 荒地 の 南部 に 移 侍 し 
た 開拓 村 . 2 週間 に 1 回 
茶 と 砂糖 を 供給 する 汽車 
が 到着 し , 歓声 が あがる . 
この 附近 に は 原子 カ 工 業 
の た め の 開 発 が , 最近 さ 
か ん に 行わ あれ て き て いる . 
掘 抜 井戸 か ら 塩水 の 出る 
こと も ある . こう いう 井 
戸 は , 家畜 の 拘 料 に よい 
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内 陸地 方 の 一 部 に , 3 マ 
イル に た っ て だ か ま 
る 奇妙 な 岩 更 の 山 が ある - 
エイ ヤー ズ ・ ロ ッ ク と よ 
ぶ 花 岡 岩 の 変化 し た 岩 塊 
で , 最高 の 頂 は 1,100 ft 


肉 陸 の 沙漠 と ちがっ て , 
この 岩 の ふ も と は 団 土 で 
あり , ユー カリ 樹 が 茂る - 
岩 の 間 は 幽 涯 を な し , 小 
さ な 湖 を た た えて いる . 
1,100 ft. の 岩 塊 の 頂上 で 
は , 訪れ た 人 々 が 自分 の 
名 を 記し て プ ブリキ 欠 に 入 
れ , 上 に 石 を つん で いる - 
一 面 ハ ゲ 山 の 頂上 附近 . 
内 陸地 方 に 通っ て いる 鉄 
道 の 沿線. これ が フィ ン 
ク の 全 事 本 の 光 昌 で 
ユー カリ の 一種 血 

が ある . 木質 も 樹液 も や 赤 
い . これ は 内 陸地 方 で 風 
車 を 利用 し て 液 を 絞る 所 - 
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タス マニ ア は よく 「 小 イ 


ング ラン ド 」 と よ ば れる . 


イギリス 人 好み の 美しい 
湖 や 小川 や 丘 や , その 問 
に 展開 する 苦 耕 地 が み ら 
れる . 北部 か ら 西 部 に か 
け て は , オー スト ラリ ア 
で や 最も ゆたか な 浜 時 が 
あり , 火力 発電 の 発達 は 


類 , 工業 に 宮 興 し て いる . 


北部 地方 の 浜野 . 小麦 , 


馬 零 郁 , ホッ プ 等 が 多い - 


西部 海 湖 の 港 と , 鉱山 と 
を つなぐ で 古風 な 鉄道 . こ 
う 見 えて も な か な か 有力 
な 仕事 を に た し て いる . 
学校 の 休み を 利用 し , 果 
実 履 科 の アル バイ ト に で 
か け よ うと する 女 学 生 - 
イギリス 本 國 そ の まま の 
田園 風景 や 治 流 - 島 の 東 
南端 ポー ト ・ ア ー サ ー 附 
近 に は , 荒れ は て た 古い 


僧院 の 一 部 が みえ て いる - 


か つて この 島 が , 大 陸 の 
ー 部 か どう か も し ら ず に 
移民 し て きた 人 た ちの な 


ご り の 一 つ で も あろ うか . 
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オー スト ラリ ア 周 辺 の 島 
島 の うち , 最も お お きい 
ニュ ー ギ ニア は , 太 玉 洋 
戦 筆 中 日 本 軍 が 偽 略し , 

マラ リア で て ほとんど と が 全 
減 し た 未開 の 土地 . 島 最 
大 の 都市 モレ ス ビ ー で さ 
え 人 口 3.000. 護衛 際 な 
し に は 旅行 も でき な いと 
いれ た 國 . 今 モ レス ビ 
ー か とら 飛行 艇 が 巡回 し , 

郵便 な ども くば っ て いる . 
その 東 に ある トロ ブリ ア 
ンド の 小島 で は , 土 人 が 
海 に も ゃ ぐっ て 眞 珠 を と る . 


クイ ンス ラン ド 川 の 東洋 
に は 大 聞 区 稚 が めで っ て 
いる - 一 部 は 立 派 な ホテ 
ル が た ち , 上 流 の 人 々 は 
ンド ニー か ら 飛 行 艇 で 訪 
れれ, 休日 を 遊び 業 し む - 


これ は 友 対 に 南極 に 近い 
ハー ド 島 - メル ボル ン か 
ら 3200 マイ ル の 海上 に , 
氷 に と ざさ れ て お り , ア 
ザラ ン や ベン ギン が 住む - 


し 2 
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大王 洋 戦 仁 の お わる まで 
水産 業 は 問題 で な か っ た - 
有名 だ っ た の は 木曜 島 や 
西部 の ブル ー ム で の 倶 珠 
具 採 集 く らい - それ ゃ 出 
稼 の 日 本 人 労働 者 を 雇っ 
て 成立 っ て いた . と ころ 
が 最近 , 堂々 た る 捕 般 
が この 國 に ゃ 生れ , 1951 
年 の 捕鯨 シー ズン に は 1 
月 に 160 頭 の 成績 を あげ 
た . 1 シー ズン に 600 頭 
の 成績 を 目標 に し て いる - 


カナ ー ヴ ォ ン 港 に ある 貯 
蔵 タ ンク や , 波 正 場 風景 
この 港 の 名 を と っ た 捕鯨 
船 カ ナー ヴォ ン は 世界 で 
も っ と も モダ ン な 捕鯨 船 


ぁ a 南 水 洋 に ある マツ コリ 


ー 島 の ウ ア イア レス 山 - 
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ツ ダ ェ ト 連邦 ツ 連 の 過去 と 現在 . 案外 知ら れ て いな い 國 の 紹介 . 
能 能 舞台 と 曲目 , 弄 , 能面 , 衣裳 を 解説 し た 入門 書 . 
刊 g7 造船 穫 が 出来 る まで の 物語 . 千 有 工 業 と , 新しい 技術 
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